
◇石英のピエゾ効果（圧電効果）を調べる

石英同士をこすり合わせたときの発光現象を観察し，その原因や，現象と人間生活との関わ

りについて学ぶ。

① 暗い場所で，２つの石英の礫や水晶を互いに強く押しつけ，勢いよくこすりあわせる。

② オレンジ色に発光する現象を観察する。

この発光現象は，圧力が加えられた石英の結晶内部に歪みが生じ，ピエゾ効果（圧電効果）

により電圧が生じて石英の礫の内部がオレンジ色に発光したためである。このような現象は，

石英を多く含むものであれば観察することができるほか，氷砂糖でも同様の現象を確認するこ

とができる場合がある。

圧電効果を高めた人工の物質は，圧電素子として電子ライターやガスレンジ等の着火装置に

用いられている。また，水晶等の結晶に電圧をかけると結晶に歪みが生じ（逆ピエゾ効果），

そのため結晶が振動する（水晶震動，水晶発振）。この性質を利用して作られた水晶震動子は，

デジタル時計などに利用されている。

【素材の入手方法】

実験に用いる石英の礫は，ホームセンターや百円ショップ等で販売されている庭石の白色（大理

石は不可）のものが適している。また，川原の礫にも石英を主体としたもの（石英片岩，珪岩等）

は多数見つけることができ，野外においても入手は比較的容易である。

【参考】

この簡単な実験は，児童・生徒や大人でも手軽に実施することができる。初めて体験すると，火

打ち石と思ってしまうことが多いが，実際は発電であるという意外性が科学に対する興味・関心を

高めるのに効果を発揮する。非常に身近で平凡な石が人間生活と深く結びついており，さらにハイ
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テク産業との結びつきへと発展する題材であり，様々な場面で活用が可能である。
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